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GTFSの意義と整備方法



GTFSとは①
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GTFS とは？

GTFS とは...
■ General Transit Feed Specification の略
■ 公共交通機関の時刻表と地理的情報に関するオープンフォーマット
■ 基本は、複数のCSV形式のテキストファイル（表形式のデータ）を、ZIP形式で圧縮した

もの
■ 元はGoogleマップに公共交通機関のデータを取り込むためにGoogleが定めたフォーマッ

トだが、現在はデータ仕様もオープン化されている

現在では...
 国内外の様々な乗換案内サービスにおいて活用
 グローバルには、MobilityData が中心となり、データ仕様をオープンなプロセスで管理
 日本では、特にバスやフェリーを出発点に、国土交通省が中心となり、GTFSのデータ仕様

を日本国内の事情を踏まえてローカライズし、オープンデータ化を推進
 GTFS-JP
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都営バスのGTFSデータを見てみると…
https://ckan.odpt.org/dataset/b_bus_gtfs_jp-toei
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ダウンロードして展開すると…

ファイル名 役割
agency.txt サービスを提供する公共交通機関を定義
stops.txt 停留所、駅などを定義
routes.txt ルート・路線系統を定義
trips.txt 各系統における便を定義
stop_times.txt 各便の停留所での到着および出発時刻を定義
calendar.txt 運行日を定義
calendar_dates.txt 運行日の例外を定義
shapes.txt 便・路線の走行形状を定義
fare_attributes.txt 運賃情報を定義
fare_rules.txt 運賃ルールを定義
translations.txt 翻訳を定義
feed_info.txt メタデータ等を定義
attributions.txt データの帰属を定義

国内のGTFSで含まれることの多いファイル

https://ckan.odpt.org/dataset/b_bus_gtfs_jp-toei
https://ckan.odpt.org/dataset/b_bus_gtfs_jp-toei
https://ckan.odpt.org/dataset/b_bus_gtfs_jp-toei


GTFS Realtime 

GTFS Realtime は、公共交通機関のリアルタイムな運行情報を提供す
るためのデータフォーマット
■ 鉄道の在線位置情報や、バスロケーション情報などの配信に利用
■ GTFS と組み合わせて利用することが前提
■ プロトコルバッファというデータ形式を採用（バイナリ形式）

次の3種類のフィードが規定されている
■ Trip Update : 各便における運行状況の更新（便の運休、到着予定時刻の変更など）
■ Vehicle Positions : 車両の現在位置情報
■ Service Alerts :サービスに関する重要な通知（運休や遅延、事故などの情報の通知）
■ ※公共交通機関によって、提供フィードは異なる
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GTFS-Flex
デマンド交通等を表現するための、GTFSの拡張

■ 2024年3月にGTFSの公式仕様として採用
■ 時刻表の代わりに、乗り場の場所やサービス提供エリア、予約ルール、乗降可能な時間帯等が表現され

る
■ ※現時点では、GTFS-Flex 形式のデータは、Googleマップには掲載することはできません
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紀の川市 デマンド乗合交通「のりのり交通」

白馬村 デマンドタクシー「ふれAI号」

川越市 デマンド型交通「かわまる」



GTFS によるオープンデータ化の意義

公共交通事業者にとって、自社の路線情報（時刻表・航路情報）のオープン
データ化には、主に以下のような目的が考えられます

1.経路探索サービス等への掲載のため
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で公開することで、Googleマップや国内の経路探索サービスに自社路線（航

路）を掲載することが可能

2.自社での利用者案内に活用するため
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で整備したデータを、自社のデジタルサイネージなどに活用する

3.交通計画における基礎データとして
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で整備したデータを、地域の交通計画の基礎データとして活用する

4.さらなる利活用を期待するため
■ 地元の開発者やスタートアップなどの利活用による、オープンイノベーションへの期待
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地域公共交通計画策定支援ツール「LINKS Mobilys」
国土交通省
国土交通省の ProjectLINKS と COMmmmONS で連携して開発され

た、オープンソースの公共交通計画策定支援ツール
■ GTFSや「乗降実績データ標準仕様書（鉄道・バス）」に準拠したモビリティ・デー

タを活用し、運行本数や到達圏、OD輸送量といった交通サービスの状況を地図・グ
ラフ上で可視化

■ AWS上での環境構築・運用が必要
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出典: https://www.mlit.go.jp/commmmons/document/008/

https://www.mlit.go.jp/commmmons/document/008/


GTFS によるオープンデータ化の意義

公共交通事業者にとって、自社の路線情報（時刻表・航路情報）のオープン
データ化には、主に以下のような目的が考えられます

1.経路探索サービス等への掲載のため
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で公開することで、Googleマップや国内の経路探索サービスに自社路線（航

路）を掲載することが可能

2.自社での利用者案内に活用するため
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で整備したデータを、自社のデジタルサイネージなどに活用する

3.交通計画における基礎データとして
■ GTFS形式等の標準的なデータ形式で整備したデータを、地域の交通計画の基礎データとして活用する

4.さらなる利活用を期待するため
■ 地元の開発者やスタートアップなどの利活用による、オープンイノベーションへの期待
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検討すべき事項

1. どのようにGTFSを整備するのか
■そもそもどのようにGTFSを作れば良い？
■作成や更新時の注意点は？

2. どのように公開するか
■どこから公開すれば良い？
■どのようなライセンスで公開すれば良い？

3. 経路探索への掲載方法
■特にGoogleマップに自社のデータを掲載する方法は？
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モードにより状況が異なる！



モード毎の
具体的な整備方法②
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バス事業者の場合② 1
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GTFSの整備の考え方: バス編

バス事業者の場合、GTFSの整備には以下の方法があります
■ 自社のバス事業の規模感、システム導入状況により検討する必要があります

1. システムからの出力
A) バスロケーションシステムからの出力
B) ダイヤ編成システムからの出力

2. エクセルツールで自作
■ 小規模な事業者の場合は自作することも可能です

3. データ作成代行業者に委託
■ 経路探索サービス事業者等が、データ作成サービスを提供しています
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① システムからの出力

中規模以上のバス事業者の場合には、現実的な選択肢
 中規模以上（数十台以上）のバス事業者では、ツールでの自作は困難となり、システムからの出力が現実的です
 ただし、新規システムの導入や既存システムの改修を視野に入れた、中長期的な検討が必要です

A) 複数のバスロケーションシステムが GTFS / GTFS-RT の出力をサポートし
ています
■ 例）NECネクサソリューションズ「バスナビゲーションシステム for SaaS」
■ 例）両備システムズ「Bus-Vision@バスロケ」
■ 例）モバイルクリエイト「モバステーション」

B) ダイヤ編成システムから、GTFS を出力できることもあります
■ 例）Sujiya Systems「その筋屋」（無償ツール）
■ 例）工房「DiaPro」

C) 国土交通省も、オープンソースのキットを開発・公開しています
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バスナビゲーションシステム for SaaS
NECネクサソリューションズ株式会社

ダイヤ編成からバスロケーションまでを
含む、トータルなソリューション
■ GTFS/GTFS-RTを出力可能

出典: https://www.nec-nexs.com/sl/bus/bus15.html
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Bus-Vision@バスロケ
両備システムズ

既存の車載器や乗合バス運営システム
とも連携可能な、バスロケーションシ
ステム
■ GTFS/GTFS-RTを出力可能

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 17

出典: https://service.ryobi.co.jp/business_innovation/busvision/
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Bus Viewer
TOMCOM株式会社／両備システムズ

簡易構成によるバスロケーションシステム
■ Bus-Visionの派生サービス
■ 時刻情報、停留所の緯度経度情報などを登録したう

えで、GTFSを出力可能
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出典: https://www.tomcom-radiosys.jp/product/product07/#a03
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モバステーション
モバイルクリエイト株式会社

バスロケーションシステム
■ GTFS/GTFS-RTを出力可能

出典: https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 19

https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/
https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/


その筋屋
Sujiya Systems

バス事業者が自ら開発したGTFS出力実績No.1ツール
■ GTFSを自作するバス事業者と自治体は、無償で利用可能
■ GTFS-RT出力も、「いちごロケ」（有償）とのセットでの出力可能

出典: http://www.sinjidai.com/sujiya/
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ダイヤPro
株式会社工房

ダイヤ編成システム
■ オプションでGTFS出力をサポート

出典: https://www.khobho.co.jp/product/busschedulepro/
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コミュニティバス運行支援キット
国土交通省

国土交通省の COMmmmONS プロジェクトで開発された、オープン
ソースのコミュニティバス運行支援キット
■ 運行計画・管理から実績集計、GTFS出力までを一体化
■ AWS上での環境構築・運用が必要

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 22

出典: https://www.mlit.go.jp/commmmons/document/009/
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② エクセルツールで自作

小規模なバス事業者の場合には、エクセルツールで自作するこ
とができます
 小規模事業者（数十台未満）やコミュニティーバスの場合に、現実的な方法です
 ただし、持続的なメンテナンスができる体制を整えることが必要となります

代表的なツール
■ 例）公共交通利用促進ネットワーク「見える化共通入力フォーマット」
■ 例）「GTFS-JP作成ツール（西沢ツール）」
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見える化共通入力フォーマット
公共交通利用促進ネットワーク

コミュニティバス・小規模バス事業者向けGTFS作成ツール
■ 停留所・系統・時刻表等をエクセルファイルに入力することで、標準的なバス情報フォーマット

（GTFS-JP）に変換できる
■ 日本バス情報協会の主催で講習会なども実施

出典 : https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/index.html
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GTFS-JP作成ツール
⻄沢明氏

コミュニティバス・小規模バス事業者向けGTFS作成ツール
■ マクロ付のエクセルファイルに必要な情報を入力することで、標準的なバス情報フォーマット

（GTFS-JP）形式のデータを出力できる（通称 : ⻄沢ツール）
■ 日本バス情報協会の主催で講習会なども実施

出典 : https://gtfs-gis.jp/gtfs/
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③データ作成代行業者への委託

経路探索サービス事業者をはじめ、複数事業者が、GTFSデータ
の作成代行を行なっています
 時刻表や運賃表の作成などと一体化したソリューションもあります
 ただし、ダイヤ改正などを念頭に、継続的に更新できる体制を整える（契約を行う）
ことが必要となります

ソリューション例 : 
■ 例）ナビタイム「GTFSクラウド」
■ 例）ジョルダン「GTFS作成プラン」
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GTFSクラウド
株式会社ナビタイムジャパン

データの作成・更新から出力までを一括でサポート
■ 時刻表・運賃表に加え、GTFS形式のデータの出力も可能

出典 : https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 27

https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud
https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud
https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud


GTFS作成プラン
ジョルダン株式会社

公共交通データをGTFS形式で配信する「公共交通データHUBシステ
ム」を運営
■ GTFSデータの作成プランも提供

出典 : https://www.ptd-hs.jp

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 28

https://www.ptd-hs.jp/
https://www.ptd-hs.jp/
https://www.ptd-hs.jp/


データ作成時の留意点

データの品質
■ Googleマップをはじめ、経路探索サービスに掲載可能な品質のGTFS作成にはノウハ

ウが必要です
■ 単に「GTFS形式のデータ」を作成するだけでは、活用されません！

継続的な整備
■ GTFSは時刻表なので、一度作るだけではなく、継続的な整備が必須です
■ 特に、ダイヤ改正の際には、データを「改正前に」作成し、経路探索事業者に届ける

体制が必要です

仕様変更への追随
■ GTFSの仕様は固定的なものではなく、コミュニティの判断により仕様変更が行われ、

中長期的に追随する必要があります
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フェリー・旅客船
事業者の場合② 2
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GTFSの整備の考え方: フェリー・旅客船編

基本的な考え方は、バス事業者と同様ですが、バスに比べると小規模
となるため、基本的にはエクセルツールによる自作が可能です

特に、国土交通省海事局内航課が「標準的なフェリー・旅客船 航路情
報フォーマット」および「簡易作成ツール」を整備・公開しており、
無償で利用することができます
■ 「標準的なフェリー・旅客船 航路情報フォーマット」は、GTFSをベースに、国内フェリーや旅

客船固有の情報を拡張したものです
■ 2019年4月に初版公開、現在の最新版は2025年6月5日に公開されたver5.1
■ 通常のGTFSと同様に、Googleマップなどの経路探索サービスへの提供に活用可能です
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簡易作成ツール

「標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマット」に基づくGTFS
データを、航路事業者が生成するためのツール

動作環境
■ Microsoft Windows 10/11 
■ インターネットに接続可能であること
■ Microsoft Office Excel 2010以降
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鉄道事業者の場合② 3
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GTFSの整備の考え方: 鉄道編

日本国内では、GTFSの自主整備はまだ一般的ではありません
■ 鉄道については、バスやフェリーと異なり、時刻表発行会社経由で経路探索サービス

にデータ提供を行うのが一般的なため
■ GTFS形式でのオープンデータ化の先進事例として、横浜市営地下鉄や函館市電があ

ります

ODPTチャレンジでは、鉄道についても、GTFS形式でのデータ公開を
行っています
■ ODPTオープンデータセンターから公開

 都営地下鉄、東京さくらトラム（都電荒川線）、日暮里・舎人ライナー 、横浜市営地下鉄、函館市電、首都
圏新都市鉄道（つくばエクスプレス）、多摩都市モノレール、東京臨海高速鉄道、東京メトロ

■ チャレンジ期間限定で公開
 JR東日本、東武鉄道、相模鉄道、京都市営地下鉄
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デマンド交通の場合② 4
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GTFSの整備の考え方: デマンド交通編

 GTFSの公式仕様として、デマンド交通等を表現するための拡張フォーマット
GTFS-Flex が策定されています

日本国内では、GTFS-Flex の自主整備はまだ一般的ではありません
■ ※現時点では、GTFS-Flex 形式のデータは、Googleマップには掲載することはできません

 ODPTチャレンジでは、デマンド交通について、GTFS-Flex形式でのデータ公
開に取り組んでいます
■ 協力: MONET Technologies株式会社、SWAT Mobility Japan株式会社、順風路株式会社
■ 公開自治体 : 青森県平川市、群馬県安中市、群馬県富岡市、群馬県玉村町、群馬県昭和村、福井県坂井市、和歌

山県紀の川市、長野県白馬村、埼玉県川越市
■ ※昨年度実績
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ODPTにご相談ください！

GTFS形式でのオープンデータ化に関心のある・お困りの事業者
様は、ぜひODPTにご相談ください

さらに、リアルタイムデータのGoogleマップへの掲載にご関心
のある事業者様も、ぜひODPTにご相談ください
■ ODPT特別協賛会員のGoogle様と連携して、対応方法をご提案させていただきます
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公共交通データ
公開方法③
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公共交通データの公開方法

公共交通データの公開にはいくつかの方法がありますが、データプ
ラットフォームからの公開をお勧めします
■ 自社サイトや自治体からのデータ公開だけでは、利用者になかなか届きません
■ 特に、以下のプラットフォームで公開すると、

公共交通オープンデータチャレンジ2026での活用も期待できます！

公共交通オープンデータセンター
■ 公共交通オープンデータ協議会が運営
■ 鉄道・バス・フェリー・航空・シェアサイクルのデータを提供

GTFS データ リポジトリ
■ 日本バス情報協会の協力のもと、社会基盤情報流通推進協議会が運営
■ コミュニティバスを運行する市町村や民間バス事業者等が、

バス等の公共交通データをGTFS形式で公開
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公共交通オープンデータの流れ

⓪公開するためのデータを準備する

①公共交通オープンデータ協議会に入会する

②公共交通オープンデータセンターに登録する
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ODPT会員ポータル
交通事業者の皆様には、自社で整備した GTFS データ等を簡単に掲載するた

めのポータルサイトを運用
■ 協議会へのワンストップな入会申請
■ 公共交通オープンデータセンターへのワンストップなデータ掲載

以下のような機能も提供
■ MobilityData のバリデータと連携し、GTFSデータの自動チェック、日本語でのフィードバック機能
■ 公開するデータに適用するライセンスを選択する機能
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ODPTセンターでのライセンスの扱い

 ODPTセンターで公開するデータに適用するライセンスについては、データホ
ルダーである交通事業者の方の判断を尊重

 CC BY 4.0
■ オープンデータで広く採用されているライセンス
■ 適切なクレジットを表記することを条件に、営利・非営利を問わず、自由に複製・再配布・改変できる
 ODPTセンターでは、開発者として登録していなくてもアクセスできます

ODPT基本ライセンス
■ 交通事業者様のご懸念（古い時刻表が出回り、利用者の利便性を損なう懸念など）を踏まえたライセンス
■ 一般的なオープンデータと同様に、営利・非営利を問わず、データを利用できる
■ データの転々流通に制限を行っているほか、いくつかの制約（データが変更された場合の更新を求める点など）

がある
 ODPTセンターでは、開発者として登録した方のみアクセスすることができます

その他のライセンス
■ 上記以外の独自ライセンスも設定することができます
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注意: Googleマップに掲載するには？

GoogleマップにGTFSデータを掲載するためには、Google社にデー
タを提出し、審査を通す必要があります
■ GTFSデータをオープンデータ化するだけでは掲載されません！
■ 規模の大きな交通事業者の場合には、GTFSデータをGoogleマップに掲載可能な品質に仕上げる

（＝審査を通す）には、労力がかかります

データの掲載には、いくつかの方法があります
 すでに十分な品質のGTFSデータを整備できている場合には、直接Google社に提出し審査を受け

ることで、 Googleマップに掲載を行うことができます（Google乗換案内パートナー）
※ 提出・審査に費用はかかりません

 データを提出する過程で、GTFSデータの公開が推奨されています
 鉄道事業者様や、複雑な交通事業者様の場合には、 ODPTにおいて、GTFS整備・オープンデー

タ化・Googleマップ掲載の支援も行っております

Copyright © 2026 Association for Open Data of Public Transportation 43

Googleマップへの掲載にご関心のある事業者様は、ぜひ一度ODPTにご相談ください



今回のチャレンジを機に…

ぜひ公共交通データのオープン化を
ご検討ください！
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